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太陽フレアのインパルシブ期における Hα 線が、一般に red asymmetry のある幅広い輪郭を示すことはよく知られてい
る。しかし、一口に red asymmetry と言っても実際の形は様々である。当然それらは様々な大気状態を反映しており、す
なわち彩層大気がどのように加熱されたかということに関係する。
そこで、実際に観測された Hα 線輪郭を元にした semiempirical model を紹介する。今回のモデルの主な特徴は、

1. 加熱されているが静穏な大気と “condensation”との組み合わせとして作られている (「２層モデル」のイメージに基
づく)。

2. Central reversal がなく、しかもピークまでシフトしている線輪郭の再現 (このタイプはこれまで作られていない)

である。


